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「 高原エンジン 」で 更なる飛躍を！ 
第 ２７ 回 卒 業 証 書 授 与 式 を 終 え て 

（前略）皆さんの３年生になってからの活躍はめざましく、学校のリーダーとなり、生徒主体による学校創りがで
きました。今年度は全校生徒２３人と少ない人数でしたが、生徒会でアイデアを出し、工夫し、見ている方に感動
を与えられる体育祭を創り上げることができました。合奏の箏で２３人が集中して絃をはじく様子を披露できた揖龍
連合音楽会、レベルの高い光都論文発表があった学習発表会、公共機関だけを利用して頑張った東京への
修学旅行、必死に頑張った部活動など、毎日の学習と両立させながら、本校の顔としての責任を立派に果たし
てくれました。皆さんの足跡は在校生が立派に受け継ぎ、更に発展させてくれることと思います。 
 ここで皆さんの輝かしい門出にあたり、はなむけの言葉として、２つお話ししたいと思います。 
 一つ目は、今年度は播磨高原東中学校創立２７年目になります。平成９年にこの中学校がスタートした時は
１５人の生徒で、学校週５日制が始まった年です。それ以来、４１６名の卒業生を送り出し、今日で、４２５名とな
ります。まだまだ若い学校、そして若い地域ですが、皆さんには、自分の卒業した学校や過ごしてきた地域を大事
にしてほしいと思います。何をするにも、人と人とのつながりが必要で大切なものです。友達や先生、地域の
方々とのご縁に感謝し、地域の自然や環境を共に守り、この地を離れることがあっても、自分のふるさとに誇りが
持てる人になってください。 
二つ目に、本校の校歌に、「夢の階段 登っていく」という歌詞があります。この夢の階段というのは、「本館の

広い階段」となります。その階段の途中には、「無限の力」が掲げてあります。これは、君たちが３年間、目にしてき
た言葉です。この「無限の力」は、皆さんもご存じの通り、日本を代表する建築家の安藤忠雄さんから頂いた言
葉で、君たちが歩んでいく未来には、「無限の可能性」が秘めていることを意味します。 
（中略）卒業生の皆さんの前途洋々たる船出に幸多かれと祈り、式辞といたします。 ＜校長式辞より抜粋＞ 

                                               
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
３月３日（月）に、３年生を送る会を行いました。前半は生徒会 

役員によるゲーム。全校生徒で 
楽しみ、大いに盛り上がりました。 
後半は、３年間をふり返る「思い 
出ムービー」の上映や、先生方か 
らの熱いメッセージ、在校生によ 
る贈る言葉など、全校生徒で楽し 
い時間を過ごしました。 

 
 
 

８日（火） 着任式 始業式 クラス写真 
９日（水） 第２９回入学式(14:00 開式) 

１０日（木） 入学・進級テスト① 
１１日（金） 入学・進級テスト② 

      対面式 校外生徒会 
      給食開始 

１５日（火） 保護者会新旧役員会 
       心電図（１年） 

１６日（水） 代議員会 専門委員会 
１６日（水）～１７日（木） 尿検査 
１７日（木） 全国学力学習状況調査（３年） 
２１日（月） 避難訓練 
２２日（火）～２３日（水） 家庭訪問 
２５日（金） 参観日 学級懇談会 

 保護者会総会 
 部活動見学および懇談 


